
 
 

Copyright(c) 2011 GF Ltd. All rights reserved. 
 - 1 - 

シシニニアア・・高高齢齢者者ののＩＩＴＴ利利用用とと購購買買＆＆生生活活意意識識調調査査  

―ネット利用で、さらに生活の充実度が上がる？！高齢者の生活意識とは― 

 
2011 年 6 月 24 日 

株式会社ジー･エフ www.gf-net.co.jp 
〒112-0012 東京都文京区大塚 3-20-1 

電話:03(5978)2261 FAX:03(5978)2260 
 
 

株式会社ジー・エフ（本社：東京都文京区、代表取締役社長：岡田博之）は、自社が保有するシニアデー

タベースを対象に、「シニア・高齢者のＩＴ利用と購買＆生活意識」についての調査を実施しました。調査手

法はアウトバウンドＩＶＲによる電話調査。調査期間 2011 年 6 月 5 日（日）の 10：00~12：00、16：00～
19：00 において、1,392 世帯からの有効回答を得ることができました。 
 

  イインンタターーネネッットト利利用用度度、、PPCC はは 44 割割超超ええるるもも、、携携帯帯電電話話はは 1144％％にに留留ままるる  

PC と、携帯電話でのインターネット利用度を比較してみると、PC のインターネット利用度では「よ

く利用する」（22.9％）+「たまに利用する」（18.5％）の『利用する』（計 41.4％）が 4割超となりまし

た。一方、携帯電話のインターネット利用度では「よく利用する」（5.2％）+「たまに利用する」（9.0％）

の『利用する』（計 14.2％）が 1割半ばとなり、PC と携帯電話では 27.2 ポイントの差がみられました。 

  人人ととのの交交流流ににつついいてて、、66 割割がが重重要要性性をを認認識識ししてていいるる  

「人との交流についてどの程度重要だと思いますか？」と質問したところ、「やや重要だと思う」

（42.5％）が 4 割を超え、最も高い割合を示しています。次いで「あまり重要ではない」（35.2％）が 3
割半ばという割合になりました。「重要だと思う」（17.2％）と「やや重要だと思う」（42.5％）を合わせ

ると、計 59.7％と 6 割を占め、人との交流を重要だと思っている方が多いことがうかがえます。 

  趣趣味味へへのの自自己己投投資資にに関関すするる自自己己評評価価、、「「やややや使使ええてていいるるとと思思うう」」ががほほぼぼ 44 割割  

「ご自身の趣味にお金を使えていると思いますか？」と質問したところ、「使えていると思う

（29.0％）」+「やや使えていると思う（38.6％）」の『使えていると思う』（計 67.6％）が 7 割近くとな

りました。 

  生生活活のの充充実実度度、、「「充充実実ししてていいるる」」がが 77 割割超超  

「今現在の生活は充実していますか？」と質問したところ、「やや充実している」（54.0％）が 5 割を

超え、次いで「あまり充実していない」（24.4％）が 2 割半ばとなりました。「充実している（とても充

実している+やや充実している）」は 71.7％と 7 割を超え、大半の方が生活は充実していることがわかり

ます。 
※本レポートについて、当社の許可なく無断転載・複写を禁じます。本レポートの転載、および一部引用が必要な場合には、弊社までご連絡ください。 

株式会社ジー･エフ シニアリサーチ担当 
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調調査査概概要要  

  

◇ 調査対象 
 

：東日本大震災の被災地（青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県、

茨城県、千葉県）を除く全国の GF シニアデータベース 
◇ 有効回答件数 ：1,392 件 
◇ 標本抽出法 ：GF･RTD（ランダム・テレフォンナンバー・ダイアリング）方式 
◇ 調査方法 ：アウトバウンド IVR による電話調査 
◇ 調査時期 ：平成 23 年 6 月 5 日（日）10：00～12：00、16：00～19：00 
◇ 調査主体 ：株式会社ジー･エフ 
◇ 質問項目 1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

ＰＣ・携帯電話のインターネット利用度 
買い物での外出頻度 
テレビ通販利用について 
ラジオ通販利用について 
カタログ・新聞通販について 
インターネット通販について 
インターネットの個人情報入力の有無 
テレビ視聴について 
健康管理について 
人との交流について 
社会貢献活動について 
新しい物事に挑戦すること 
趣味への投資について 
新商品や流行について 
情報の満足度 
生活の充実度 

--- p.5 

--- p.10 

--- p.11 

--- p.12 

--- p.13 

--- p.14 

--- p.15 

--- p.16 

--- p.17 

--- p.18 

--- p.20 

--- p.22 

--- p.24 

--- p.26 

--- p.28 

--- p.30 
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調調査査結結果果  
 

表 1 性別  表 2 年代 

  件数 構成比    件数 構成比 

男性 697 50.1%  50 代 480 34.5% 

女性 695 49.9%  60 代 493 35.4% 

合計 1,392 100.0%  70 代 311 22.3% 

    80 代以上 108 7.8% 

    合計 1,392 100.0% 

 

表 3 世帯構成  
 

  件数 構成比 

一人暮らし 176 12.6% 

配偶者と二人世帯 512 36.8% 

子供と同居 454 32.6% 

孫と同居 25 1.8% 

子供と孫の両方 58 4.2% 

その他 167 12.0% 

合計 1,392 100.0% 
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調調査査結結果果のの見見方方  
  

＜＜イインンタターーネネッットト利利用用＞＞  
携帯電話とインターネットのインターネット利用頻度の質問項目において、「よく利用する」+「たまに利用

する」＝『利用する』、「あまり利用しない」+「全く利用しない」＝『利用しない』とした。 

 
＜＜イインンタターーネネッットト利利用用タタイイププ＞＞  
上記で振り分けた結果をもとにインターネット利用タイプを４つに分類した。 

 
１．『タイプⅠ（PC 高×携帯高）』 

＝パソコンでインターネットを「利用する」+携帯電話でインターネットを「利用する」 

２．『タイプⅡ（PC 高×携帯低）』 

＝パソコンでインターネットを「利用する」+携帯電話でインターネットを「利用しない」 

３．『タイプⅢ（PC 低×携帯高）』 

＝パソコンでインターネットを「利用しない」+携帯電話でインターネットを「利用する」 

４．『タイプⅣ（PC 低×携帯低）』 

＝パソコンでインターネットを「利用しない」+携帯電話でインターネットを「利用しない」 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4 インターネット利用タイプ  

 
以下、文中では「タイプⅠ～Ⅳ」と表記する。 

よ
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タイプⅡ タイプⅡ タイプⅣ タイプⅣ

ＰＣでのインターネット利用

タイプⅢタイプⅢタイプⅠタイプⅠ
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１１．．１１  ＰＰＣＣののイインンタターーネネッットト利利用用度度  ――年年代代をを追追ううごごととにに利利用用度度はは減減少少傾傾向向――  

  
◇ 「あなたはＰＣでインターネットを利用しますか？」と質問したところ（図 1-1）、「よく利用す

る（22.9％）」+「たまに利用する（18.5％）」の『利用する』（計 41.4％）が 4 割を超えました。 
◇ 性・年代別にみると、「よく利用する+たまに利用する」の『利用する』の項目では、男性 50 代

（計 61.0％）がほぼ 6 割、女性 50 代（計 52.2％）では 5 割を超え、割合が高くなっていること

がわかります。 
◇ 「PC でインターネットを利用する」の割合は、男女共に、年代を追うごとに割合に減少傾向が

みられます。 
 

性別×年代別 N =

  全  体 1392

男性 697

女性 695

男性　50代 233

男性　60代 245

男性　70代 159

男性　80代以上 60

女性　50代 247

女性　60代 248

女性　70代 152

女性　80代以上 48

22.9

30.1

15.7

43.8

29.4

18.2

11.7

29.1

11.7

5.3

0.0

18.5

18.9

18.0

17.2

23.3

16.4

15.0

23.1

19.4

11.8

4.2

17.7

14.2

21.2

15.5

14.3

12.6

13.3

17.8

24.2

21.7

20.8

40.9

36.7

45.2

23.6

33.1

52.8

60.0

30.0

44.8

61.2

75.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よく利用する たまに利用する あまり利用しない 全く利用しない

 
図 1-1 性・年代別にみる PCでのインターネット利用度 
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１１．．２２  携携帯帯電電話話ののイインンタターーネネッットト利利用用度度  ――男男性性 5500 代代でで「「利利用用すするる」」2244..99％％――  

  
◇ 性・年代別に「携帯電話のインターネット利用度」についてみると（図 1-2）、「PC のインターネ

ット利用度」（図 1-1 参照）と同じ傾向が見られ、男女共に 50 代でインターネット利用頻度が高

く、年代を追うごとに利用頻度が減少していることがわかります。 
◇ 「よく利用する」+「たまに利用する」を合わせた『利用する』の項目では、男性 50 代（計 24.9％）

は 2 割半ばとなり、他の層に比べ高い割合であることがわかります。 
 

性別×年代別 N =

  全  体 1392

男性 697

女性 695

男性　50代 233

男性　60代 245

男性　70代 159

男性　80代以上 60

女性　50代 247

女性　60代 248

女性　70代 152

女性　80代以上 48

5.2

7.2

3.2

10.3

7.8

3.1

3.3

6.1

1.6

1.3

2.1

9.0

9.9

8.1

14.6

10.6

3.1

6.7

11.7

6.9

5.3

4.2

26.4

26.1

26.8

27.0

25.3

28.3

20.0

30.4

25.8

25.7

16.7

59.4

56.8

62.0

48.1

56.3

65.4

70.0

51.8

65.7

67.8

77.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よく利用する たまに利用する あまり利用しない 全く利用しない

 
図 1-2 性・年代別にみる携帯電話でのインターネット利用率 
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１１．．３３  端端末末機機器器別別イインンタターーネネッットト利利用用度度  ――ＰＰＣＣののイインンタターーネネッットトでで「「利利用用すするる」」44 割割――  

  
◇ PC と、携帯電話でのインターネット利用度を比較してみると（図 1-3）、PC のインターネット利

用度では「よく利用する」（22.9％）+「たまに利用する」（18.5％）の『利用する』（計 41.4％）

が 4割超となりました。 

◇ 一方、携帯電話のインターネット利用度では「よく利用する」（5.2％）+「たまに利用する」（9.0％）

の『利用する』（計 14.2％）が 1 割半ばとなり、PC と携帯電話では 27.2 ポイントの差がみられ

ました。 

 

N =

PCのインターネット利用度 1392

携帯電話のインターネット利用度 1392

22.9

5.2

18.5

9.0

17.7

26.4

40.9

59.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よく利用する たまに利用する あまり利用しない 全く利用しない

 

図 1-3 PC・携帯電話でのインターネット利用率 
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１１．．４４  基基本本属属性性かかららみみたたイインンタターーネネッットト利利用用タタイイププ  ――女女性性 8800 代代ははタタイイププⅣⅣ99 割割――  

  
◇ 男女別にタイプの内訳をみると、男性ではタイプⅣ（47.8％）が 5 割弱、女性でタイプⅣ（63.0％）

が 6 割を超えました。 
◇ タイプⅡでみると、男性（35.2％）で 3 割半ば、女性（25.8％）で 2 割半ばとなりました。 
◇ タイプⅠでは、女性（7.9％）に比べ、男性（13.9％）の方が 6.0 ポイント高く、男女間でやや差

が見受けられました。 
◇ 年代別にタイプの内訳をみると、50 代でタイプⅣ（39.8％）がほぼ 4 割、次いでタイプⅡ（39.0％）

が 4 割弱の割合を示しました。 
◇ 年代別では、タイプⅠでは年代を追うごとに割合が減少傾向にあり、タイプⅣでは年代を追うご

とに増加傾向がみられました。 
◇ 性・年代別にみると、女性 80 代以上では、タイプⅣ（91.7％）が 9 割となりほとんどの方が、

携帯や PC でのインターネットを利用しないことがわかります。 
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表 5 インターネット利用タイプ(ｎ=1,392)  

10.9 % 30.5 % 3.2 % 55.4 % 100.0 %

13.9 % 35.2 % 3.2 % 47.8 % 100.0 %

7.9 % 25.8 % 3.3 % 63.0 % 100.0 %

17.5 % 39.0 % 3.8 % 39.8 % 100.0 %

10.8 % 31.0 % 2.6 % 55.6 % 100.0 %

3.9 % 22.2 % 2.6 % 71.4 % 100.0 %

2.8 % 13.9 % 5.6 % 77.8 % 100.0 %

21.9 % 39.1 % 3.0 % 36.1 % 100.0 %

15.1 % 37.6 % 3.3 % 44.1 % 100.0 %

4.4 % 30.2 % 1.9 % 63.5 % 100.0 %

3.3 % 23.3 % 6.7 % 66.7 % 100.0 %

13.4 % 38.9 % 4.5 % 43.3 % 100.0 %

6.5 % 24.6 % 2.0 % 66.9 % 100.0 %

3.3 % 13.8 % 3.3 % 79.6 % 100.0 %

2.1 % 2.1 % 4.2 % 91.7 % 100.0 %

5.7 % 15.9 % 6.3 % 72.2 % 100.0 %

8.8 % 29.5 % 2.5 % 59.2 % 100.0 %

15.0 % 35.5 % 3.1 % 46.5 % 100.0 %

8.0 % 32.0 % 8.0 % 52.0 % 100.0 %

6.9 % 27.6 % 1.7 % 63.8 % 100.0 %

13.8 % 35.9 % 2.4 % 47.9 % 100.0 %

167

58

25

454

512

176

245

233

44

121

166

107

40

101

48

152

248

247

60

15948

8

7

80

37

13

211

303

127

2

5

5

11

4

3

108

84

4

1

2

14

13

11

1

21

61

37

51

60

16

8

161

151

28

1

5

16

33

2

7

23

4

2

68

45

10

92

91

96

14

4932741315353

4801911818784

108846153

31122286912

6954382317955

6973332224597

全

体

タ

イ

プ

Ⅳ

(
P

C

低

×

携

帯

低

)

タ

イ

プ

Ⅲ

(

P

C

低

×

携

帯

高

)

タ

イ

プ

Ⅱ

(

P

C

高

×

携

帯

低

)

タ

イ

プ

Ⅰ

(

P

C

高

×

携

帯

高

)
139277145424152

女性　80代以上

世帯構成

一人暮らし

配偶者と二人世帯

子供と同居

孫と同居

子供と孫の両方

その他

性別×年代

男性　50代

男性　60代

男性　70代

男性　80代以上

女性　50代

女性　60代

女性　70代

性別

男性

女性

年代別

50代

60代

70代

80代以上

  全  体
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２２．．１１  買買いい物物ででのの外外出出頻頻度度  ――「「週週にに 22～～33 回回」」がが 44 割割――  
 

◇ 「あなた様は、どのくらいの頻度で買い物の為に外出しますか？」と質問したところ（図 2-1）、
「週に 2～3 回」（40.4％）が 4 割となり、最も高い割合になりました。次いで、「週に 4～5 回」

（26.6％）が 3 割近くとなり、「ほぼ毎日」（19.3％）がほぼ 2 割となりました。 
 

ほぼ毎日

19.3

週に4-5 回

26.6
週に2-3 回

40.4

週に１回以下

11.6

ほとんど外出しない

2.2

 
図 2-1 買い物での外出頻度（ｎ=1,392） 

  

  

２２．．２２  タタイイププ別別ににみみるる買買いい物物ででのの外外出出頻頻度度  ――タタイイププⅠⅠでで「「ほほぼぼ毎毎日日」」がが 2244..33％％――  

 
◇ タイプ別に、買い物での外出頻度についてみると（図 2-2）、「ほぼ毎日」の項目では、タイプⅠ

（24.3％）が 2 割半ばと、最も高い割合を示しました。 
◇ タイプⅠでは、「ほぼ毎日」（24.3％）が、他のタイプに比べ一番高い割合になりましたが、「週に

1 回以下」（14.5％）でも、最も高い割合となりました。 

◇ これにより、PC での利用度が高い方が利用度が低い方に比べ、やや外出頻度が高いことがわか

ります。 

 

インターネット利用タイプ N =

  全  体 1392

タイプⅠ(PC高×携帯高) 152

タイプⅡ(PC高×携帯低) 424

タイプⅢ(PC低×携帯高) 45

タイプⅣ(PC低×携帯低) 771

19.3

24.3

20.3

17.8

17.9

26.6

22.4

28.8

24.4

26.3

40.4

37.5

39.9

44.4

41.0

11.6

14.5

10.4

8.9

11.8

2.2

1.3

0.7

4.4

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほぼ毎日 週に4-5 回 週に2-3 回 週に１回以下 ほとんど外出しない

 
図 2-2 タイプ別にみる買い物での外出頻度（ｎ=1,392） 
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３３．．１１  テテレレビビ通通販販利利用用ににつついいてて  ――「「たたままにに利利用用すするる」」がが 2244..22％％――  
 

◇ 「テレビ通販を利用したことがありますか？」と、質問したところ（図 3-1）、「よく利用する

（4.1％）」+「たまに利用する（24.2％）」の『利用する』（計 28.3％）は 3 割近くという割合に

なりました。 
 

よく利用する

4.1

たまに利用する

24.2

あまり利用しない

36.9

全く利用しない

34.8

 
図 3-1 テレビ通販について（ｎ=1,392） 

 

 

３３．．２２  タタイイププ別別ににみみるるテテレレビビ通通販販利利用用ににつついいてて  ――タタイイププⅠⅠでで「「たたままにに利利用用すするる」」33 割割超超――  
 

◇ タイプ別にテレビ通販利用についてみると（図 3-2）、タイプⅠで、「たまに利用する」（32.2％）

が 3 割を超え、他のタイプと比べ、割合が高いことがわかります。 

◇ 「全く利用しない」の項目では、タイプⅣ（37.2％）が、4 割弱と高い割合を示しました。 

◇ タイプⅠでは、「よく利用する（5.3％）」+「たまに利用する（32.2％）」の『利用する』（計 37.5％）

が 4 割近くになり、他のタイプに比べ、割合が高いことがわかります。 

 

インターネット利用タイプ N =

  全  体 1392

タイプⅠ(PC高×携帯高) 152

タイプⅡ(PC高×携帯低) 424

タイプⅢ(PC低×携帯高) 45

タイプⅣ(PC低×携帯低) 771

4.1

5.3

3.3

2.2

4.4

24.2

32.2

23.6

26.7

22.8

36.9

34.9

39.4

42.2

35.5

34.8

27.6

33.7

28.9

37.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よく利用する たまに利用する あまり利用しない 全く利用しない

 
図 3-2 タイプ別にみるテレビ通販利用（ｎ=1,392） 
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４４．．１１  ララジジオオ通通販販利利用用ににつついいてて  ――「「利利用用ししなないい」」がが 99 割割――  

 
◇ 「ラジオ通販を利用したことがありますか？」と質問したところ（図 4-1）、「全く利用しない

（66.3％）」+「あまり利用しない（27.4％）」の『利用しない』（計 93.7％）が 9 割を超え、ほとん

どの方が利用していないことがわかります。 
◇ 一方、「よく利用する（0.6％）」+「たまに利用する（5.7％）」は合わせても 1 割にも満たないこ

とから、ラジオ通販にあまり馴染みがない様子がうかがえます。 
 

よく利用する

0.6
たまに利用する

5.7

あまり利用しない

27.4

全く利用しない

66.3

 
図 4-1 ラジオ通販について（ｎ=1,392） 

 

 

４４．．２２  タタイイププ別別ににみみるるララジジオオ通通販販利利用用――タタイイププⅠⅠ「「たたままにに利利用用すするる」」88..66％％――  

 
◇ タイプ別にラジオ通販利用についてみると（図 4-2）、タイプⅠで「よく利用する（1.3％）」+「た

まに利用する（8.6％）」がほぼ 1 割を示し、他のタイプよりも最も割合が高いことがわかります。 
◇ 「たまに利用する」の項目では、タイプⅠ（8.6％）とタイプⅢ（6.7％）が他のタイプに比べ高

い割合を示しており、携帯電話でネットをしない方よりも、ラジオ通販を利用していることがわ

かります。 

 

インターネット利用タイプ N =

  全  体 1392

タイプⅠ(PC高×携帯高) 152

タイプⅡ(PC高×携帯低) 424

タイプⅢ(PC低×携帯高) 45

タイプⅣ(PC低×携帯低) 771

0.6

1.3

0.7

2.2

0.4

5.7

8.6

4.5

6.7

5.7

27.4

36.2

26.4

33.3

25.8

66.3

53.9

68.4

57.8

68.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よく利用する たまに利用する あまり利用しない 全く利用しない

 
図 4-2 タイプ別にみるラジオ通販利用（ｎ=1,392） 
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５５．．１１  カカタタロロググ・・新新聞聞通通販販利利用用ににつついいてて  ――「「たたままにに利利用用すするる」」3377..44％％――  

 
◇ 「カタログ・新聞通販を利用したことがありますか？」と質問したところ（図 5-1）、「たまに利

用する（37.4％）」が 4 割近くとなり、最も高い割合を示していることがわかります。 
◇ 「よく利用する（6.3％）」+「たまに利用する（37.4％）」を合わせた『利用する』（計 43.7％）

が、4 割を超える結果となりました。 
 

よく利用する

6.3

たまに利用する

37.4

あまり利用しない

36.2

全く利用しない

20.0

 
図 5-1 カタログ・新聞通販利用について（ｎ=1,392） 

  

  

５５．．２２  タタイイププ別別ににみみるるカカタタロロググ・・新新聞聞通通販販利利用用――タタイイププⅢⅢでで「「利利用用すするる」」がが 55 割割半半ばば――  

 
◇ タイプ別にカタログ・新聞通販利用についてみると（図 5-2）、タイプⅢで「よく利用する」（13.3％）

が 1 割超、「たまに利用する」（42.2％）は 4 割超となり、合わせて 5 割半ばとなりました。 
◇ タイプⅣでは、「よく利用する」（6.0％）が 1 割未満、「たまに利用する」（34.6％）が 4 割に満

たず、他のタイプよりもカタログ・新聞通販の利用度が低いことがわかります。 
 

インターネット利用タイプ N =

  全  体 1392

タイプⅠ(PC高×携帯高) 152

タイプⅡ(PC高×携帯低) 424

タイプⅢ(PC低×携帯高) 45

タイプⅣ(PC低×携帯低) 771

6.3

10.5

4.7

13.3

6.0

37.4

40.1

41.0

42.2

34.6

36.2

30.9

38.9

22.2

36.6

20.0

18.4

15.3

22.2

22.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よく利用する たまに利用する あまり利用しない 全く利用しない

 
図 5-2 タイプ別にみるカタログ・新聞通販利用（ｎ=1,392） 
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６６．．１１  イインンタターーネネッットト通通販販利利用用ににつついいてて  ――「「全全くく利利用用ししなないい」」がが 5511..11％％――  

 
◇ 「インターネット通販を利用したことがありますか？」と質問したところ（図 6-1）、「全く利用

しない」（51.1％）が 5 割となり、次いで「あまり利用しない」（24.7％）が 2 割半ばとなりまし

た。 
 

よく利用する

6.7

たまに利用する

17.5

あまり利用しない

24.7

全く利用しない

51.1

 
図 6-1 インターネット通販利用について（ｎ=1,392） 

  

６６．．２２  タタイイププ別別ににみみるるイインンタターーネネッットト通通販販利利用用――携携帯帯よよりりもも PPCC 利利用用頻頻度度がが強強くく影影響響――  

 
◇ タイプ別にインターネット通販利用についてみると（図 6-2）、タイプⅠでは「よく利用する」

（22.4％）が 2 割を超え、他のタイプよりも割合が高くなっていることがわかります。また、「た

まに利用する」（41.4％）でも 4 割を超え、割合が最も高いことがわかります。 
◇ PC のネット利用頻度が高いタイプⅠ、タイプⅡでは、インターネット通販を利用している割合

が高くなることがわかります。一方、インターネット利用が低いタイプⅡ、タイプⅢでは、「よ

く利用する」の回答は見受けられませんでした。これにより、インターネット通販の利用頻度は、

携帯電話よりも PC の利用頻度が影響していることがわかります。 

 

インターネット利用タイプ N =

  全  体 1392

タイプⅠ(PC高×携帯高) 152

タイプⅡ(PC高×携帯低) 424

タイプⅢ(PC低×携帯高) 45

タイプⅣ(PC低×携帯低) 771

6.7

22.4

13.2

0.0

0.4

17.5

41.4

35.4

17.8

3.0

24.7

17.8

28.8

31.1

23.5

51.1

18.4

22.6

51.1

73.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よく利用する たまに利用する あまり利用しない 全く利用しない

 
図 6-2 タイプ別にみるインターネット通販利用（ｎ=1,392） 
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７７．．１１  イインンタターーネネッットトでで個個人人情情報報入入力力のの有有無無  ――「「なないい」」がが 6655..44％％―― 

 
◇ 「インターネットで個人情報の入力をしたことがありますか？」と質問したところ（図 7-1）、「あ

る」（34.6％）が 3 割半ば、「ない」（65.4％）が 6 割を超え、インターネットで個人情報の入力

をしたことがない人が半数以上となりました。 
 

ある

34.6

ない

65.4

 
図 7-1 インターネットで個人情報入力の有無（ｎ=1,392） 

 
  

７７．．２２  タタイイププ別別ににみみるる個個人人情情報報入入力力のの有有無無  ―タイプⅣで「ない」9 割以上― 
 

◇ タイプ別にインターネットでの個人情報の入力の有無についてみると（図 7-2）、「ある」の項目

では、タイプⅠ（72.4％）の割合が最も高くなっていることがわかります。 
◇ タイプⅣをみると、「ない」（90.8％）が 9 割となっており、インターネット利用度の高いタイプ

は個人情報入力をした割合が高く、反対にインターネット利用度が低いタイプは個人情報入力を

した割合が低くなっていることがわかります。 

 

インターネット利用タイプ N =

  全  体 1392

タイプⅠ(PC高×携帯高) 152

タイプⅡ(PC高×携帯低) 424

タイプⅢ(PC低×携帯高) 45

タイプⅣ(PC低×携帯低) 771

34.6

72.4

68.4

24.4

9.2

65.4

27.6

31.6

75.6

90.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある ない

 
図 7-2 タイプ別にみる個人情報入力の有無（ｎ=1,392） 
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８８．．１１  テテレレビビ視視聴聴ににつついいてて  ――「「よよくく見見るる」」がが 66 割割超超――  
 

◇ 「あなたはテレビを見ますか？」と質問したところ（図 8-1）、「よく見る（66.1％）」+「たまに

見る（25.5％）」の『見る』（計 91.6％）は 9 割を超え、テレビの視聴の割合が高いことがわかり

ます。 
 

よく見る

66.1

たまに見る

25.5

あまり見ない

7.5

全く見ない

0.9

 
図 8-1 テレビ視聴について（ｎ=1,392） 

 

  

８８．．２２  タタイイププ別別ににみみるるテテレレビビ視視聴聴ににつついいてて  ――タタイイププⅣⅣでで「「よよくく見見るる」」6677..33％％――  
 

◇ タイプ別にテレビ視聴についてみると（図 8-2）、「よく見る」の項目では、タイプⅠ（65.1％）、

タイプⅡ（65.1％）、タイプⅣ（67.3％）では 6 割半ばに対し、タイプⅢ（57.8％）は 6 割に満

たず、最も低い割合を示しました。 
◇ 「あまり見ない」の項目ではタイプⅢ（13.3％）で 1 割を超え、他のタイプよりも高い割合を示

していることが見て取れます。 

 

インターネット利用タイプ N =

  全  体 1392

タイプⅠ(PC高×携帯高) 152

タイプⅡ(PC高×携帯低) 424

タイプⅢ(PC低×携帯高) 45

タイプⅣ(PC低×携帯低) 771

66.1

65.1

65.1

57.8

67.3

25.5

30.3

28.1

28.9

23.0

7.5

3.3

6.1

13.3

8.7

0.9

1.3

0.7

0.0

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よく見る たまに見る あまり見ない 全く見ない

 
図 8-2 タイプ別にみるテレビ視聴について（ｎ=1,392） 
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９９．．１１  健健康康管管理理ににつついいてて  ――「「気気をを付付けけてていいるる」」がが 99 割割超超――  
 

◇ 「健康管理に気を付けていますか？」と質問したところ（図 9-1）、「ある程度気を付けている」

（57.4％）が 6 割近くとなり、次いで「十分に気を付けている」（33.3％）が 3 割を超え、高い

数値を示しました。 
◇ 「ある程度気を付けている（57.4％）」+「十分に気を付けている（33.3％）」を合わせると、9

割以上が健康管理に気を付けていることがわかります。 
 

十分に気を付けている

33.3

ある程度気を付けてい

る

57.4

あまり気を付けていな

い

8.2

全く気を付けていない

1.1

 
図 9-1 健康管理について（ｎ=1,392） 

 

 

９９．．２２  タタイイププ別別ににみみるる健健康康管管理理ににつついいてて  ――「「気気をを付付けけてていいるる」」がが 99 割割超超――  
 

◇ タイプ別に健康管理についてみると（図 9-2）、すべてのタイプで「十分に気を付けている」が 3
割超となりましたが、タイプⅢでは「十分に気を付けている」（37.8％）が他のタイプに比べ高

い割合を示しました。 
◇ 「ある程度気を付けている」の項目では、すべてのタイプで 5 割を超えていますが、タイプⅠ

（61.8％）では 6 割を超え、他のタイプよりも高い割合になっていることがわかります。 

 

インターネット利用タイプ N =

  全  体 1392

タイプⅠ(PC高×携帯高) 152

タイプⅡ(PC高×携帯低) 424

タイプⅢ(PC低×携帯高) 45

タイプⅣ(PC低×携帯低) 771

33.3

33.6

33.0

37.8

33.2

57.4

61.8

59.0

55.6

55.8

8.2

4.6

7.5

6.7

9.3

1.1

0.0

0.5

0.0

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

十分に気を付けている ある程度気を付けている あまり気を付けていない 全く気を付けていない

 
図 9-2 タイプ別にみる健康管理について（ｎ=1,392） 
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１１００．．１１  人人ととのの交交流流ににつついいてて  ――「「やややや重重要要だだとと思思うう」」がが 4422..55％％―― 

 
◇ 「人との交流についてどの程度重要だと思いますか？」と質問したところ（図 10-1）、「やや重要

だと思う」（42.5％）が 4 割を超え、最も高い割合を示しています。次いで「あまり重要ではな

い」（35.2％）が 3 割半ばという割合になりました。 
◇ 「重要だと思う」（17.2％）と「やや重要だと思う」（42.5％）を合わせると、計 59.7％と 6 割を

占め、人との交流を重要だと思っている方が多いことがうかがえます。 

 

重要だと思う

17.2

やや重要だと思う

42.5

あまり重要ではない

35.2

全く重要ではない

5.2

 
図 10-1 人との交流について（ｎ=1,392） 
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１１００．．２２  タタイイププ別別ににみみるる人人ととのの交交流流  ――タタイイププⅡⅡでで「「やややや重重要要」」ほほぼぼ 55 割割――  
 

◇ タイプ別に人との交流についてみると（図 10-2）、タイプⅡでは「やや重要だと思う」（48.6％）

がほぼ 5 割となり、他のタイプよりも高い割合であることがわかります。 

◇ 「重要だと思う」の項目では、タイプⅠ（22.4％）、タイプⅢ（22.2％）が他のタイプに比べ、割

合が高いことが見て取れます。 

◇ 「重要だと思う」の項目で比較すると、「携帯電話で利用する」（22.3％）が「ＰＣで利用する」

（18.4％）よりも 3.9 ポイント高い割合となっています。 

 

インターネット利用タイプ N =

  全  体 1392

PCで利用する 576

PCで利用しない 816

携帯電話で利用する 197

携帯電話で利用しない 1195

タイプⅠ(PC高×携帯高) 152

タイプⅡ(PC高×携帯低) 424

タイプⅢ(PC低×携帯高) 45

タイプⅣ(PC低×携帯低) 771

17.2

18.4

16.3

22.3

16.3

22.4

17.0

22.2

16.0

42.5

47.4

39.0

42.6

42.4

44.1

48.6

37.8

39.0

35.2

31.8

37.6

33.0

35.6

30.9

32.1

40.0

37.5

5.2

2.4

7.1

2.0

5.7

2.6

2.4

0.0

7.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要だと思う やや重要だと思う あまり重要ではない 全く重要ではない

 
図 10-2 タイプ別にみる人との交流について（ｎ=1,392） 
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１１１１．．１１  社社会会貢貢献献活活動動ににつついいてて――「「重重要要だだとと思思うう」」ががほほぼぼ 44 割割――  
 

◇ 「社会貢献活動について、どの程度重要だと思いますか？」と質問したところ（図 11-1）、「やや

重要だと思う」（51.9％）が 5 割超、「重要だと思う」（39.0％）がほぼ 4 割となり、合わせると

ほぼ 9 割の方が社会貢献活動について「重要だ」と考えていることがわかります。 
 

重要だと思う

39.0

やや重要だと思う

51.9

あまり重要ではない

8.2

全く重要ではない

0.9

 
図 11-1 社会貢献活動について（ｎ=1,392） 
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１１１１．．２２  タタイイププ別別ににみみるる社社会会貢貢献献活活動動――タタイイププⅠⅠでで「「重重要要だだとと思思うう」」44 割割半半ばば――  
 

◇ タイプ別に社会貢献活動についてみると（図 11-2）、タイプⅠで、「重要だと思う」（46.7％）が 4

割半ばの割合を示し、他のタイプよりも最も割合が高いことがわかります。 

◇ 「やや重要だと思う」の項目では、タイプⅡ（53.5％）が 5 割を超え、他のタイプよりも最も割

合が高いことがわかります。 
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図 11-2 タイプ別にみる社会貢献活動について（ｎ=1,392） 
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１１２２．．１１  新新ししいい物物事事にに挑挑戦戦すするるここととににつついいてて  ――「「やややや重重要要だだとと思思うう」」がが 55 割割半半ばば――  
 

◇ 「新しい物事に挑戦することは、どの程度重要だと思いますか？」と質問したところ（図 12-1）、
「やや重要だと思う」（56.3％）が 5 割半ばと、最も割合が高くなっていることがわかります。

次いで、「重要だと思う」（27.1％）がほぼ 3 割となりました。 
 

重要だと思う

27.1

やや重要だと思う

56.3

あまり重要ではない

14.7

全く重要ではない

1.9

 
図 12-1 新しい物事に挑戦することについて（ｎ=1,392） 
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１１２２．．２２  タタイイププ別別ににみみるる新新ししいい物物事事にに挑挑戦戦すするるこことと  ――タタイイププⅠⅠ「「重重要要だだ」」4411..44％％―― 

 
◇ タイプ別に新しい物事に挑戦することについてみると（図 12-2）、タイプⅠで「重要だと思う」

（41.4％）が 4 割を超え、他のタイプよりも割合が高くなっていることがわかります。 

◇ 「やや重要だと思う」の項目でみると、タイプⅡ（59.4％）でほぼ 6 割となり、他のタイプより

も高い割合になっていることがわかります。 

◇ タイプⅣでは、「重要だと思う（20.9％）」+「やや重要だと思う（56.3％）」の『重要だと思う』（計

77.2％）が 8 割近くになりましたが、他のタイプに比べ低い割合であることがわかります。 

◇ ネット利用端末別にみると、「重要だと思う」の項目では、「携帯電話で利用する」（40.6％）が、

「ＰＣで利用する」（34.5％）を上回っており、携帯ネットユーザーの方が、新しい物事に挑戦す

ることを重要視していることがわかります。 

 

インターネット利用タイプ N =
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図 12-2 タイプ別にみる新しい物事に挑戦すること（ｎ=1,392） 
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１１３３．．１１  趣趣味味へへのの投投資資ににつついいてて  ――「「やややや使使ええてていいるるとと思思うう」」ががほほぼぼ 44 割割―― 

 
◇ 「ご自身の趣味にお金を使えていると思いますか？」と質問したところ（図 13-1）、「使えている

と思う（29.0％）」+「やや使えていると思う（38.6％）」の『使えていると思う』（計 67.6％）が

7 割近くとなりました。 
 

使えていると思う

29.0

やや使えていると思う

38.6

あまり使えていない

26.7

まったく使えていない

5.7

 
図 13-1 趣味への投資について（ｎ=1,392） 
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１１３３．．２２  タタイイププ別別ににみみるる趣趣味味へへのの投投資資  ――タタイイププⅠⅠでで「「使使ええてていいるる」」7755..66％％－－  
 

◇ タイプ別に「ご自身の趣味にお金を使えているか」についてみたところ（図 13-2）、「使えている

と思う」の項目では、タイプⅠ（44.7％）が 4 割半ばと一番高い割合を示しました。 
◇ 「まったく使えていない」の項目では、タイプⅣ（30.0％）が 3割と他のタイプよりも高い割合

を示しており、インターネットをよく使う人ほど、趣味に投資していることがわかります。 

◇ PC と携帯電話、それぞれの利用端末別でみると、「使えていると思う」の項目では「PC で利用す

る」（37.8％）、「携帯電話で利用する」（41.6％）で、3.8 ポイントの差がみられました。 
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図 13-2 タイプ別にみる趣味への投資について（ｎ=1,392） 
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１１４４．．１１  新新商商品品やや流流行行ににつついいてて  ――「「ああままりり敏敏感感ででははなないい」」がが 55 割割――  
 

◇ 「新商品や流行に敏感だと思いますか？」と質問したところ（図 14-1）、「あまり敏感ではない」

（50.9％）が 5 割と最も高い割合を示し、次いで「やや敏感だと思う」（30.7％）が 3 割となり

ました。 
 

敏感だと思う

8.6

やや敏感だと思う

30.7

あまり敏感ではない

50.9

全く敏感ではない

9.8

 
図 14-1 新商品や流行について（ｎ=1,392） 
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１１４４．．２２  タタイイププ別別ににみみるる新新商商品品やや流流行行ににつついいてて  ――タタイイププⅠⅠでで「「敏敏感感」」66 割割――  
 

◇ タイプ別に新商品や流行についてみると（図 14-2）、タイプⅠで「敏感だと思う」（19.1％）と「や

や敏感だと思う」（41.4％）を合わせて 6 割を超えています。 
◇ ネット利用端末別では、「携帯電話で利用する」で「敏感だと思う（18.8％）」+「やや敏感だと

思う（39.6％）」が 6 割近くとなり、新商品や流行に敏感であることがわかります。 
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図 14-2 タイプ別にみる流行関心度（ｎ=1,392） 
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１１５５．．１１  情情報報へへのの満満足足度度  ――「「やややや足足りりてていいるるとと思思うう」」がが 5566..44％％――  
 

◇ 「買い物をするとき、商品についての情報は足りていると思いますか？」と質問したところ（図

15-1）、「十分に足りていると思う」（12.6％）+「やや足りていると思う」（56.4％）がほぼ 7 割

となりました。 
 

十分に足りていると

思う

12.6

やや足りていると思
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56.4

あまり足りていない

28.3

全く足りていない

2.7

 
図 15-1 情報の満足度（ｎ=1,392） 
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１１５５．．２２  タタイイププ別別ににみみるる情情報報へへのの満満足足度度  ――タタイイププⅠⅠでで「「足足りりてていいるる」」88 割割――  
 

◇ タイプ別に情報への満足度についてみると（図 15-2）、タイプⅠでは「十分に足りていると思う」

（19.7％）となり、他のタイプよりも割合が高くなっていることがわかります。 
◇ タイプⅣでは、「十分に足りていると思う」（11.5％）、「やや足りていると思う」（54.7％）を足し

ても 6 割半ばに留まり、他のタイプよりも「足りていない（あまり足りていない+全く足りてい

ない）」と思う割合が高いことがわかります。 

◇ 「十分に足りていると思う」+「やや足りていると思う」＝『足りている』の項目でみると、タ

イプⅠ（計 74.3％）とタイプⅢ（計 80.0％）が高く、携帯電話でネットを使う方はＰＣよりも割

合が高くなっていることがわかります。 
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図 15-2 タイプ別にみる情報への満足度（ｎ=1,392） 
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１１６６．．１１  生生活活のの充充実実度度  ――「「充充実実ししてていいるる」」がが 77 割割超超――  
 

◇ 「今現在の生活は充実していますか？」と質問したところ（図 16-1）、「やや充実している」

（54.0％）が 5 割を超え、次いで「あまり充実していない」（24.4％）が 2 割半ばとなりました。 
◇ 「充実している（とても充実している+やや充実している）」は計 71.7％と 7 割を超え、大半の方

が生活は充実していることがわかります。 
 

とても充実している

17.7

やや充実している

54.0

あまり充実していない

24.4

全く充実していない

3.9

 
図 16-1 生活の充実度（ｎ=1,392） 
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１１６６．．２２  タタイイププ別別ににみみるる生生活活のの充充実実度度  ――タタイイププⅠⅠでで「「ととててもも充充実実」」2255..00％％――  
 

◇ タイプ別に生活の充実度についてみると（図 16-2）、タイプⅠで、「とても充実している」（25.0％）

が 2 割半ばとなり、他のタイプよりも高い割合を示していることがわかります。 
◇ タイプⅢでは、「とても充実している」（11.1％）が 1 割となり、他のタイプよりも割合が低く、

タイプⅠと比較すると、13.9 ポイントも下回る結果となりました。 

◇ タイプⅣでは、「とても充実している（15.8％）」+「やや充実している（50.6％）」が 6 割半ばと

いう割合となり、他のタイプよりも生活の充実度が低いことがわかります。 
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図 16-2 タイプ別にみる生活の充実度（ｎ=1,392） 
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会会社社概概要要 

 

 

株式会社ジー･エフは、独自開発した「自動テレマーケティングシステム」（アウトバウンド IVR）を

活用し、インターネットやモバイルだけではカバーしきれない『シニア・高齢者』に特化したマーケテ

ィングリサーチサービスを提供しております。 

 

 

 

商   号 株式会社ジー･エフ 

資 本 金 10 百万円  

設   立 2010 年 2月 

代 表 者 代表取締役社長 岡田 博之 

本   社 〒112-0012 東京都文京区大塚三丁目 20 番 1 号 吉田ビル 4F 

Ｕ Ｒ Ｌ http://www.gf-net.co.jp    （コーポレートサイト） 

 http://www.senior-promo.com  （シニアマーケティング支援サイト） 

事業内容 ・シニアデータベースを活用したリサーチサービス 

 ・各種世論調査、市場調査、マーケティングリサーチ 

 ・情報通信システムを活用したマーケティング代行 

  

株   主 国際航業株式会社 

 ・本 社 東京都千代田区六番町 2番地 

 ・資本金 29,750 百万円 

 ・設 立 1974 年 9 月 

 ・ＵＲＬ http://www.kkc.co.jp 

 

【本調査に関するお問い合わせ先】 

株式会社ジー･エフ  シニアリサーチ担当 

〒112-0012 東京都文京区大塚 3-20-1 吉田ビル 

TEL：03-5978-2261  FAX:03-5978-2260 

E-mail：webmaster@gf-net.co.jp 

調査データ引用の際は、「株式会社ジー・エフの調査結果によると…」等の明記をお願い致します 


